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俵
の
上
に
坐
し
た
大
黒
天
の
掛
け
声
で
笛

や
太
鼓
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
釣
竿
を
手
に

恵
比
寿
が
現
れ
る
。
林
地
区
の
祝
い
の
場
を

盛
り
上
げ
て
き
た
伝
統
芸
能
が
恵
比
寿
舞
だ
。

舞
台
に
は
き
ら
び
や
か
な
衣
装
の
七
福
神
が

そ
ろ
い
、
そ
こ
に
タ
イ
釣
り
や
餅
ま
き
の
演

出
が
花
を
添
え
る
。

舞
は
、
１
８
４
６
年
（
弘
化
３
年
）
ご
ろ

に
、
地
区
の
住
民
で
あ
る
長
右
エ
門
氏
が
始

め
た
と
伝
わ
る
。
以
降
、
同
氏
の
長
男
の
亀

右
エ
門
氏
が
２
代
目
と
し
て
大
正
末
期
ま
で
、

千
田
サ
ダ
さ
ん
が
３
代
目
と
し
て
昭
和

年
40

代
中
ご
ろ
ま
で
舞
う
も
、
一
度
途
絶
え
る
。

年
に
こ
の
こ
と
を
憂
え
た
住
民
が
古
城
林

58恵
比
寿
舞
伝
承
保
存
会
を
結
成
し
、
４
代
目

と
な
っ
て
舞
は
復
活
。
平
成

年
に
は
若
返

18

り
を
図
り
、
舞
い
手
は
５
代
目
と
な
っ
て
い

る
。現

在
、
伝
承
保
存
会
の
会
員
は

人
。
呼

16

ば
れ
て
北
海
道
や
東
京
で
も
舞
を
披
露
し
、

好
評
を
得
て
い
る
。

＝

前
沢
区
古
城
・
林
地
区
＝

古
城
林
恵
比
寿
舞

繋恵比寿の後ろにはそのほかの七福神が並び、

一部は演奏も担う 罫見どころのタイを釣る

場面。保存会結成以降は本物のタイを使って

いて、重さで竿が折れたこともあったという

茎恒例の餅まき。終わりにまくほか、舞の途

中でも釣りの餌に模して餅をまく

繋

罫 茎
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